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§1 ．は じめ に

　棄 却検定法 とは ， ある実験 にお ける測定値 の うち ， 明 らか に実験上 の過 失 があ っ た もの

は最 初 か ら除外す る の は 当然 であ る が ，特 に原 因が考 え られ ない の に他の 値 と大きくか け

離れ て い る測 定値が あ っ た場合 ， その 測定値が その 集団に属する もの であ るか 否か をみ る

方法で ある ．そ の 方法は ， 多 くの 測定 値の 分布が正規型 で ある こ と を利用 して ， 他の 値 と

著 し く離れて い る と思 われ る もの に っ い て ， それ を含め た （あ る い は含め ない ）測定値の

平均 値か らの 離れ 具合 を ， それ を含め た （あ る い は含め ない ）測定値 の標準偏差の尺度で

計 り， その 出現の 確率に よ っ て その 値 を集 団の 要 素 と して よ い か ど うか を検 討す るもの で

あ る．帰無仮説 Ho ，対立 仮説 H 、 を各々

　　　 H 。 ：得 られた 測定値は 全て同
一

の 正規母集団か らの 値 とみ なす ，

　　　 H ， ：あ る特定 な測定値は こ の正規母集団か らか け離れ た値 とみ なす ，

と設 定 し ，
α ＝ 0．05 また は α ＝ 0．01 を有意水準 とす る ．

　こ の検定には
， （1）増 山元三 郎博士 の棄却検定法 ， （H ）Thompson の棄却検定法 ，

（皿 ）Smirnoff−Grubbsの 棄却検定法 の 3 っ が 特に知 られ て い るが ，こ れ らの 持 つ 意味は

そ れ ぞれ 異なる もの で ある． これ らの 棄却検定法に っ い て の 陳述は，数学の 立場で の
一

般

的 な統計学の 書物 に は載 っ て い ない 場 合 が多く ， また応 用す る立場 で の推計学の 書物に は

その 手順 の み が載 っ てい て ， その 背後 にある標本分布 や その 証 明 に つ い て の 記載があるも

の は皆無 で ある と言 っ て も過 言 ではな い ．こ の稿 で の 目的 は ， これ らを［2， pp。230−233］

お よび ［3，pp．52− 55］に 従 っ て定理の 形 で公 式化 し ， ［1，
　pp．168

−169
，
176−180］を参考 に して

厳密 な証明 を与 える こ とで あ る．

　以下 ， 正規母集 団 N （μ ， σ
2
）か らの 標本 変量 Xi ，X2 ，．．．．X ．に対 して ，そ の 標本平 均

を X
， 標 本分散 を S2 で表 す ：
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2 小　嶋　迪　孝

　 　 　 　 　 　 　 　 n 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n

　　　ヌ ・ 一 ÷Σ ・
一 … 一 ÷Σ ・・ − X ・

・

（・ − V
’
g
‘
・

・．

　 　　 　　 　　 　 i＝ 1　　　　　　　　　　　　 i； 1

また n ≧ 3 とする．

　 §2 ．定 理

　 （1）増山元三 郎博士の 棄却検定法

　定理 1 ．正規母集団か ら n 個の標本 Xt ．X2 ，．．．，X 、 お よびもう 1 っ の 標本X 。 をとる と

き ，

　　　黼 ・ ・ 一 ！嘉 ≒
X ・

一 ・・一・

が成立 す る．

　こ の 事実 に よ り P （jTl≧ t 。
．

、 （α ））＝
α に従 っ て X 。 を棄却検定す るの が増 山博士の

棄 却検定法で ある ．

　（H ）Tho 皿psonの棄却検定法

　定理 2 ．正規母集 団 か ら n 個 の 標 本 Xi ，X2 ，．，．，Xn を とる とき ， こ れ らの 中からラ ン

ダム に 1 つ の X ， を選ん で，

　 　 　　 　　 　　 　　Xi − X
　　　統計量 Ti ：

＝
　 　 　　 　　 　　 　　 　 S

を作 る と ， T 、の 分布の 確率密度関数は ，
　 i に っ い て

一
様 に ， 次の f（x ）＝ f 、 （x）となる ：

　　　・ω
「 詣誹ill嬲）

｛1−
x2

｝
（n

−4

　 　 n
−1

）／2
エ

｛1。 、、励 、
ω

一
…

こ こ に 1 （x ）は集合A の 特性関数．
　 　 　 A

　 α
＝ 0．05 ある い は α

＝ ・ O．01 に 対 して ， T ＝ Ti に っ い て

・ 一 ・ （一 … − 1− ・ （1・ 1… （・ ）珂 l
n （αi…　dx

とな る τ ． （α ）がThompsonの 棄却限界値 と して次の よ うに 知られて い る ． こ の 表の 源は

［4］で ある ．
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　　　　 棄却検定法につ い て

Thompson の 棄却限界値

3

標本数
α

標本数
α

慓本数
α

π

… 510 ．01 π

0．050 ．01 π O．05 「・・。・

3L40991 ．41404121 ．9102 ．348211 ．9362 ．451
4L64541 ，714713L9152 ．368221 ．9372 ．460

51 ．757L917514Lgl92 ，385231 ．9382 。465
61 ．8142 ．05115 ユ．9232 ．399241 ．9402 ．470

71 ．8482 ．142161 ，9262 ，411251 ．9412 ．475

8L8702207171 ．9282 ．422301 ．9442 ．493
9L8852 ．256181 ．9312 ，432 ○り 1．9602 ．576

10L8952 ．294191 ，9322 ，440
uL9042 ．324201 ，9342 ．447

　（皿 ）Smirnoff−Grubbsの 棄却検定法

　定理 3 。正規母集 団か ら n 個 の標 本 をと り， 大き さの 順 に 並べ て X 、 ≦ X2 ≦ … ≦ X ．．、

≦ X 、とした とき ， 最大変量 X ．に対 して

　　　　　　　　　　 X 。

− X
　　　 統 計量 T ： ；

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 S

の 確率密度関数 g（t）＝ g．（t）は

9 … ＝ ＝ n ・レ・副 畑 ・
一

・・〈 t＜…

に よ っ て与 え られ る ．こ こ に f（x ）− f、（x ）は（＊ ）で 定義され た関数 で ある．

　 α
＝0，05 ある い は α

＝0．01 に 対 して ，

・
一 ・ ・T ≧ ・ n （・ ））− 1笥，。1…　

dt

と な る τ ，， （α ）が Smirnoff−Grubbsの 棄却限界値 と して 次の よ うに知 られ て い る。こ の 表の

源 は ［5］であ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Smirno伊 Grubbs の 棄却限 界値

標 本数
α

標本数
α

標本数
α

η 0．050 ，01 π O．051 … 1 π
0．05o ．Ol

31 ．4121 ．414112 ．3432 ．606192 ．6002 ．932
41 ．6891 ．723122 ．3872 ．6632D2 ．6232 ，959
51 ，8691 ．955132 ，4262 ，714212 ．6442 ．984
61 ，9962 ，135142 ．4612 ．759222 ．6643 ．008
72 ．0932 ，265152 ．4932 ．800232 ．6833 ，030
82 ，1722 ，374162 ．5232 ．837242 ．7013 ．051
92 ．2372 ．464172 ．5512 ．871252 ．7173 ．071

102 ．2942 ．54D182 ．5772 ．903

　 　 　 　 　 　 　 55

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

4 　 　 　 　 　 　 　 　 小 嶋 迪 孝

　 §3 ．定理 の 証明

　定理 1 の 証 明． こ の 証 明 は簡単 で あ る．正 規母集 団 をN （μ ，
σ

2
）とす る とき ，

　　　X 〜N （μ ， σ
2
／n ）， 　 Xo 〜 N （μ ，

σ
2
）

で あ り，
X とXo は互 い に独立 で ある か ら

　 　 　 ＿　　　　　　　　　n 十 1
　　　　　　　　　　　　　　 σ

2
）　　　 X − Xo 〜 N （0，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

で あ り ， よ っ て

z ・＝

蛬 濡 ≒
為

一 ・

が成 立す る． また

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

　　　… − 1， Σ …
− x ・

・
一 票

2

− … 一
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i＝1

で あ り， Z と X2 は互 い に独 立 で あ る か ら

　　 　　 　　 n − l　 X − Xo 　 　 　 Z
　　 　 T ＝　 　 　 　 　 　 　　 　＝ 　 　　 　 　 　 〜 tn − 1

　　　　　　　　　　　　　　　　 ×
2
／（n−1）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S　 　 　 　 　 　 n 十 1

が得 られ る ．

定理 ・一 … 技巧的… O・ ・　 ・・・・・・・
・
・ … た撫・一 …

こ とは簡単 な変数変換に よ っ て 容易に 確か め られ る ．選 ばれ た X 、を例えば Xn として，

X1 ，X2 ， ．．，， X ．
− i よ り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n−1　　　　　　 　　　　　　　　 n−1

　　　マ ・ 一

。
1

、 Σ・ ・ ・ ・・
・
… 一

。
壬1 Σ …

− 7 ・
・

　　 　　 　　 　　 　　 i＝1　　　　　　　　　　　　　 i＝ 1

と お く．

　 先 ず ，
X お よび S2 をX ． ，　X

’

， （S
’

）
2

で も っ て表現す る ．

　　 　　 　　 n−1

　　　・ヌ ー Σ・
、＋ Xn − （・

− 1）7 ＋ X 。

　 　 　 　 　 　 i＝1

で ある か ら

　 　 　 一　　n− 1 −　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
（1）　 X ＝　　 　　 　　 　　 X

’
十一 X ．

　 　 　 　 　 　 n 　 　　 　 　 　 　 n

と表 され る． これ を用 い る こ とに よ り

　 　 　 　 　 　 n−1

　　　・ S ・ 一Σ （x ，

− x ）
・

＋ （・ 。一天）
・

　 　 　 　 　 　 　i＝ 1
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 棄却検定法 に つ い て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

　 　 　 　 　 　 n− 1

　　　　　一 Σ…
一・

nf1
齢 ÷・ ・）｝

・
＋ ｛・ ・《

n

夛
’
烈 ÷・ ・）｝

・

　　　　　　iil
　　　　　一 Σ｛（X ，

− X
’
）÷（・ n

− 7 ・｝
・
＋ ・

n

夛
’

…
一マ ・｝

・

　　　　　　居
　　　　　一 Σ・・ L

一マ ・
・
＋

n

菷
1

・・ n

− 7 … 等
1）

2

（・ n

− 7 ・
・

　 　 　 　 　 　 i＝l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

−1

　　　　　　　（・ Σ（・ ・
一ア ）一・ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i＝1

　 　 　 　 　 　 n−1

　　　　　一Σ（Xr ）ぐ ）
・

＋ ？ （・ ・

一マ ・
・

　 　 　 　 　 　 i＝ 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n
− 1　　　 −

　　　　　 ＝ （n
− 1）（S

’

）
2
＋　　　　　　　　　　　　　　　　 （X 。

− X
’

）
2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

が得 られ ， その 結果

　 　 　 　 　 　 n − 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n− 1　　　 −
〔2）　 　 S2 ＝　　　　　　　　　 （S

’

）
2
＋　　　　　　　　　　　　　　　2　（X ．

− X
’

）
2

　 　 　 　 　 　 　 n 　　 　　 　　 　　 　　 　 n

が得 られ る．

　次に， S
’

と X 。− X
’

は互 い に独立な統計量で ある こ と に注意 して，次の統計量 V と

そ の 分布 を考 える ：

・…
「 準

X ・

言覃．

　X 。〜 N （μ ，
σ

2

），
X
’〜N （μ ，

σ
2

／（n −1）） で ，
　 X ． とX

’
は互 い に独立 であ るか ら ，

　 　 　 　 　
へ

　　　　　　　　　n
　　　 X 。

− X
’

〜 N （O，　　　　　　　　　　　　　　 σ
2
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n − 1

で あ り， それ故

・ ・ −

X

量≒
一 ！享

X

÷ ・ ・… 1・

　 　 　 　 　 　 　 n
− 1

で あ る． また 更に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n−1

　　　… − 1、 Σ… − 5… 一

（n
− 1）（S

’

　 σ
2

）
2

− … − 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 i＝1

で ある か ら

・… − R X ・

許 ÷ 一 ・ n −・

が 成 り立 っ ．
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6 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小 嶋 迪 孝

　 T とV との 関係式 を求 める．（1）よ り

　 　 　 　 　 ＿　 　　 　　n − 1 ＿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　 　 n − 1　　 　 ＿
　　　 X 。

− X ・＝ Xnrm （　　　　　　　　　　　　　　X
’

十一 X 。 ）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Xn − X
’

）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　 　 　 　 　 　 　 n 　 　 　 　 　 　 　 n

で あ る か ら

　　　　　　X 。

− X 　 　n − 1　 X ．− X
’

　 　 　 T ＝ 　 　　 　　 ＝
　 　 　 　 　 　 　 S　　　 　 n 　　 　　 S

であ る ． こ こ で 今 丁 ≠ Oi ，e．X ．≠ Xi ．e．Xn ≠ X
’
とす る ，そ うす る と

　　　　　　n − 1　 X ．

− X
’

　 　 　 S ＝
　 　 　 　 　 　 n 　　　 　 T

で あるか ら ，
こ れ を（2）に代入 して両辺を（n

− 1）／n2 で割 る と

　　　　（n
− 1）（X ．

− X
’

）
2
　　　　　　　　 −

　　　　　　　　　　　　　＝n （S
’

）
2
十 （X 。

− X
’

）
2

　　　　　　 　 T2
’

を得る ． そ して （3）よ り

　　　　　　　　 （n
− 2）（X 。

− X
’

）
2

　　　 n （S
’
）
2　

・＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 vz

で あ る か ら ， これ を上 の式 に代入 して 両辺 を（X 。

− X
’

）
2
（≠ 0）で割る と

　　　　n
− 1 　 n − 2 　 　 （卜 2）＋ V2

　　　　　　 ＝　　　 十 1 ＝

　　　　 T2　　　　　　 　　 V2　　　　　　 　　　　　　　 　　 V2
即ち
　　　　　　　（n − 1）V2
　 　 　 T2 ＝

　　　　　　 （n
− 2）十 V2 　　

「

が得 られ る． T と V は 同符号であ る か ら関係式

　　　　　　　石＝ Iv
（5）　 T ＝

　　　　　　 （n
− 2）十 V2

が成立す る． T ＝0と V ＝0とは同値であ る か ら（5）は T ＝0の 時でも成 り立 つ ．

　 （4）に よ りV2 〜 F1 ．−2 で あるか ら ， この 事 実 と（5）を利用 して ，
　 T の 分 布関数 P （T ≦ x）

（
− o 。 ＜ x ＜oo ）を求め る．　 Flm の 確率密度関数 をfl皿 （y）と書 くと， その 定義式は

　　　・
・

・… 一

，≒｛li謐ll、（÷… ジ
／ ・

・1＋÷・
… ＋

吻
［。，

。 ． ，
（・・

で ある ． また T の とる値の 範囲は（5）よ り

　　　 一／Fl ≦ T ≦∬＝了

で あ る．結論 を示 すに は x ∈ （
− Q ・

，
o 。 ）に 対 して 等式

  ・ … x・− r．．

f・… dt

が成 り立 っ こ と を示せ ば よ い ．

　   x ≧ 石＝1 の とき．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 棄却検定法 に つ い て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　・ ・T … − 1一 に・（… dt一ザ。．

・（t・d・・

　　　　　　　  X ≦
− f｝Fi の とき．

　　　　　　　　　　… − ！l癖c 一 ザ．．

f・・・・ …

　　　　　　　   0≦x ≦ 伍：万 の とき．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 辰 v

　　　　　　　　　　
P （T ≦ ・）＝1− P （T ≧ ・）＝1− P （

雁 ）＋ V ・
≧ ・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（n
− 1）V2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 玉

　　　　　　　　　　 ＝1− − P （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≧ x2 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　 （n

− 2）＋ V2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　　　　　 で ある が
，

こ こ で

　　　　　　　　　　　 （n − 1）V2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n − 2）x2
　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 ≧ x2 ⇔ 　V2 ≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （耳 α ．≧ 0）
　　　　　　　　　　　（n

− 2）十 vz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n
− 1）− X2

　　　　 　　 で ある か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　　　　　　　　　　 P （T ≦ x）＝ 1− − P （V2 ≧ α ． ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　　　 　　 で ある ． とこ ろ で

　　　　　　　　　　ヤ … ≧ ・引111
−

　　　　　　　　　　
一÷藷讖 、 司：1

−
・／ ・

　
a ＋ 嵩 ・

一
一 dy

　　　　　　 に おい て ，

　　　　　　　　　　　　　盃＝i 存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E ；φ（y）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t＝
　　　　　　　　　　　　　（n

− 2）＋ y

　　　　　　 と変数変換す る と， φ（α x ）＝ IxI（＝x ），　limφ（y ）＝債 で あ り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 y → co

　　　　　　　　　　　　　（n
− 2）tZ　　　　　　dy　　　2（n − 2）（n − 1）t

　　　　　　　　　　
y ＝

（。
− 1）− t ・

’
τ

＝

｛（。 − 1）− t ・
｝

・

　　　　　　 で あ るか ら，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1
　　　　　　　　　　

− P （V2 ≧ a ．）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2

　　　　　　　　　　牙 焉牆 鳬， 詣 r 、踏 ・
… ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2（n
− 2）（n − 1）t　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n − 1

　　　　　　　　　　　 ・｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
一〔n − 1 ）／ 2 ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 dt

　　　　　　　　　　　　　 （n
− 1）

− t2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛（n −−1）− t2｝
2
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8 小　嶋　迪　孝

　　　　一 湯鵠 渉司瓱詣・
一 弔 ・・dt

を得る ．故 に

　　　　一 … 1昂・イ。．

f・… dt

が成立す る ．

　 
一N ≦ x ≦0 の とき．

　　　　　　　　　　　　 鬲 v 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n
− 1）V2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦x）＝ − P （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≧ x2 ）　　　　 P （T ≦ x）＝ P （
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n

− 2）十 V2　　　　　　　　　　　　（n
− 2）十 V2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−

　　　　＝− P （V2 ≧ a ． ）
　 　 　 　 　 2

であ るが ， 上 と同じ計算 を φ（α ． ）＝lxl← −
x ）であ る こ と に注意 して 辿れ ば ，

　　　　・ − 1爵呵 諍 鴫 一

が得 られ ， 以上 で   が示 され ，定理 の 証明が終る．

　定理 3 の 証明．こ の 証明 は最も簡単 な順序統計量 の 分布を考え る こ とに基づ き ， それ故

多項分 布の 求め 方 と同様の 計算 をす る こ と に よ っ て 可能 となる ．定理 2 に従 えば ， 各 i に

　　 　 　　 　　 X 、

− X
っ い て Ti ＝ ＝　 　　　　 は i に無関係な確率密度関数 f（x ）を もっ 統計量で ある． X 、 を
　　 　 　　 　　 　 S

X 、（i＝1，2，．．．，n ）の 最大変量 とする と，　 T 。 は Tl （i＝1，2，．．．，n）の最大変量で ある．

T 。の確率 密度関数 を g（t）とお くと

　　　確率 P ≡ P （t≦ Trl≦ t十 dt）＝g（t）dt

と表され る が ， こ の 確率は

　　 　 T1 ，T2 ．．．．．T 。
− 1 ≦ t≦ T 。 ≦ t十 dt

とな る事 象 の 同時確 率 に他 な らない ．こ の事象 を言葉で表せ ば，n 個の 標本の 内，

　　　 （n
− 1）個 が t以下 の値 を と り，

　　　 1個が tとt＋ dtの 間の 値 をと る ，

と云 う こ と に な り ， そ して 1っ の 標本が
，

t」・T ・・値 をと一 ！l艶
　　　 tとt＋dtの 間 の値 を とる確率 は f（t）dt，

で あ る か ら ， 多項分布の 求め 方 と同様の 計算 をすれ ば，求め る 確率 P は
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棄却検定法 に つ い て 9

・ 一

ボ｛、田
（レ ー ・− ！l押 一  

とな り， 結論 が示 され た こ とにな る ．

§4 ．注意

　 1．　 3 っ の検定の 利用の 仕方は次の 通 りで あろ う．

　増 山博 士の 検 定法 （1 ）は今得 られた 1 っ の 測定値 が過 去 の 測定値 を基 準に して異常で

ある か否か を検討する 場合に 便利で ある と思わ れ る ．

　Thompsonの 検定法（H ）は，得られた測定値 の い ずれ の もの に対 して の 標本分布が与え

られ た結果か ら出てき た もの で ある か ら，棄 て られ ない で あ ろ う と思 われ る資料 を保 留

す る とき に利用す る と都合 がよ い ．

　 Smirnoff−Grubbsの 検定法（皿）は 最大値 （ある い は 最小値 ）の 資料が棄 て られ るで

あろ うと思 われ る とき 棄てる の に利用す る と都合が よい ． しか し資料 を棄 て る場合 ，

安易に 棄て るの で はな く， 棄て られ るその 原因を発見しなけれ ばな らな い で あ ろ う．

　 2 ．　 こ れ らの 棄却検定法は母 集団が正規分布 をなす と仮定で きる場合 に限 っ て適用

で きる もの で あ る．従 っ て 時に は例 えば適合度の x2 検定法に よ り そ の 正規性 を確か めた

上 で適用 しなけれ ばな らない こ ともある ．また，自然 現象の 中に は対数用量
一

反応曲線が

正 規 曲線 をなす こ とが よ くあ るの で ， 母 集団 が正 規分布 とか け離れ て い る 時で も，適当な

変数変換 を行 な っ て正 規分 布 に近 づ けてか らこれ らの 方法 を用い るこ ともある ．

　 3 ．　 これ らの 棄却検定 法は い ずれ も 1 っ の異常値 に対する もの で ある か ら ， 異常値が

2 っ 以上 あ っ た時は，逐次 1 っ づ っ そ の 資料 を棄て て もよ い か ど うか を決め ， その都度 ，

平均値や分散値 を計算 し直さ な けれ ば な らな い ．
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